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目的 メラノーマのリンパ節転移切除（予防的廓清の結果、顕微鏡的転移

が陽性のもの、あるいは根治的廓清施行）後のリンパ節における再

発の危険性、予後に関する検討（術後放射線療法非施行） 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング 米国の癌研究施設 
対象者 1970-1996 年に施行された予防的あるいは根治的リンパ節廓清にて

転移陽性であった 338 人のメラノーマ患者（予防的廓清で顕微鏡的

転移陽性のもの 85 人と根治的廓清 253 人） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （2） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （22） 

介入（要因曝露） 所属リンパ節廓清 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 所属リンパ節における転移の再発

率 
1.主要 2.副次 3.その他（1） 

2 所属リンパ節における転移の再発

に関与する危険因子の解析 
1.主要 2.副次 3.その他（1） 

3 廓清所属リンパ節における転移再

発に対する２回目の廓清の効果 
1.主要 2.副次 3.その他（2） 

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

主な結果 

1) 廓清後のリンパ節における再発は予防的廓清群で 14%に、根治的

廓清群で 28%にみられた（P=0.009）。 

2) リンパ節転移の再発に関与する危険因子としては、高齢者、頭頸

部原発、厚い原発巣、リンパ節転移の個数、リンパ節被膜外への浸

潤が挙げられた。 

3) 各リンパ領域において、予防的廓清群の方が根治的廓清群よりも

リンパ節での再発率が低かった。 

4) 予防的廓清群に比べ、根治的廓清群の方がリンパ節転移が大き

く、転移の個数も多く、被膜外浸潤も高率であった。 
5) 疾患特異的 10 年生存率は予防的廓清群が 51%、根治的廓清群が

30%であった（P=0.0005）。 

6) 廓清後のリンパ節転移での再発は、遠隔転移の出現と有意に相関

し、再発陽性の者は 87%に、陰性のものは 54%に遠隔転移が生じた



（P<0.0001）。 

7) リンパ節転移再発が単発性であった６例には再廓清術が施行さ

れ、うち５例の無病期間中央値は 79 カ月であった。 

結論 

リンパ節廓清後、腫瘍量が大の場合（厚い原発巣、多数のリンパ節

転移、リンパ節被膜外浸潤）、高齢者、頭頸部原発の者は再発の危険

性が有意に高く、生存率が有意に低い。廓清リンパ節での再発が単

発の場合には、２度目の廓清によって救命できる可能性がある 

備考 
 

レビューワー氏名 斎田俊明 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（IV） 
信頼できる１施設における所属リンパ節廓清後の再発の危険性と予

後に関する検索結果の報告である。 
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